
































































































～九歳の子どもの死亡率はだんだん減少していますが 乳児死亡率だけが一〇〇〇分の一六〇となっています。ドイツ 一〇〇〇分の二〇〇ですから、ドイツ ほうが高い ですが、イギリスも高くて、ドツ同様、一九〇 年前後まで減少していません。 やドイツいえば、経済や工業化の面では世界でも最先端の国 すが そういう国でも二〇世紀初頭まで乳児死亡率が非常に高 ま推移 るとい現象があるわけです。
　
そうした現象がなぜ起きたのかは、大変気になるところですが、そ
の理由を特定するのはなかなか難しいと思います。しかし、おそらく二つ 要因があるだろうと考えられま て、ひとつは、特にドイツの場合、母乳哺育 後退しているということです。母乳哺育の問題はそれ自体が大きなテーマになりますが、たとえば一八世紀の市民的近代家族モデル で 始めた頃から、母親たちが母乳哺育を避けるということが指摘されています。その意味で、母乳哺育の後退は、近代化に伴 普遍的な現象であるのかもしれません。特に一九世紀末頃になりますと、人工栄養が改善され始めたこともあって、いっそう母乳哺育が後退します。









三〇年の間に家族史研究・女性史研究 研究が進みまして、フィリップ・アリエスやエリザベート バダンテールなど、いろいろな人がいろいろな研究成果を報告しておりますので、私の手に負える話ではありませんが、ひとつだけお話 しておきた と思います。　
よく「工業化が進んで、女性の就業が進んだ。女性が外で働くと、





いのですが、いずれにしましても、現象とし 母乳哺育率の後退というものがあり、母乳哺育を ないということは、おそらく人工栄養に頼ったのであり、その人工栄養に問題があって、それが乳児死亡をもたらしたわけ す。この人工栄養の欠陥が、高い乳児死亡率の二つめの要因です。　
人工栄養について少し触れておきますと、日本でもヨーロッパでも、
どうしても母乳 育てられない場合は、乳母や他の人からもらい乳をするということが昔からありましたし、そ もできない場合 さまざまな人工栄養が試みられてきました。民俗学 研究 よると、ヨーロッパにおいては、麦を粉にし 、それを粥に て そこ 砂糖水を混ぜたり、砂糖水と口で噛んだビスケットを混ぜるなど さまざま 人工栄養があったとされています。また、赤ん坊 静かにさせるため 、麦粉をビールで溶いたり、蒸留酒やアヘンを加えたも を与える、いったことも行われて ました。　
人工栄養は従来から行われていましたが、麦粉を粥にしたような炭




















1900年 1901年 1902年 1903年 1904年
ドイツ 20.4 19.6
　プロ セン 20.1 20.0 17.2 19.4 18.5
　バイエルン 25.7 23.9 23.3 25.0 23.9
　ザクセン 26.5 25.7 22.4 24.7 24.4











スイス 13.7 13.2 14.0





















































1871-75 38.8 〃 27.7 22.36
1876-80 39.2 〃 25.4 20.45
1881-85 37.4 〃 25.4 20.9
1886-90 37.5 〃 24.0 20.79
1891-95 37.2 〃 22.8 20.52
1896-1900 36.74 〃 21.2 20.1
1901 36.52 〃 20.7 20.0
1902 35.85 〃 19.3 17.2
1903 34.73 〃 19.9 19.4



























東プロイセン 69,396 12,225 17.6
西プロイセン 65,604 13,051 19.9
ベルリン 48,853 9,783 20.0
ブランデンブルク 97,898 21,641 22.1
ポメルン 56,347 11,369 20.1
シュレジエン 183,625 41,235 22.5
ザクセン 96,106 21,019 21.9
シュレスヴィヒ-ホルシュタイン 46,050 7,017 15.2
ハノーファ 83,935 11,713 13.9
ヴェストファーレン 142,751 22,228 15.6
ヘッセン-ナッサウ 62,603 8,087 12.9
ラインラント 228,445 39,375 17.2
ホーエンツォレルン 2,119 489 23.0












です。この時代は、ちょうどダーウィン 進化論 唱えて、これが一九世紀末のヨーロッパ社会ではある種の流行になり、それをさまざまなことに応用しようという動きが生ま ました。とりわけ社会現象にもそれを応用した社会ダーヴィニズムが一世を風靡します。これが弱肉強食、優勝劣敗といった遺伝学と結びついて、いわゆる「人種的退化」論が出てきて、特に「ヨーロッパ系の白人は、人種的に退化しているのではないか。そのひ つの現れが女性 授乳能力にあるの






けでなく、生まれてくる乳児そのものにも虚弱といった問題があるのではないか、と うようなことも言われました そのような弱い乳児を救うことは、その人種の退化を促進すること なるという意見が出ます。 「弱いものは死んでい 。それによって淘汰 起こ 。淘汰することによって、退化を防ぐことができる」という論理です。　
こうした社会ダーヴィニズムの立場からすると、 「人工栄養を改善




















貧民全体に対する救貧院 ありますが、特に遺棄されたり、貧しくて親の手で育てることができないような乳児に対して、孤児院を設けるというやり方がありました。ただし、その場合は、すぐに里子に出されます。院内育児も 、これはほぼ全員 死んでしまうということで、里子に出して、母乳で育てていました。しかし 里子 出した先の環境も非常 劣悪で きわめて高い死亡率でした。　
いずれにしましても、伝統的な枠組みとして、こうした公的な乳児


























































貧困層に無料で配布すれば、乳児の死亡を防止することが可能になるのではないかというわけで、その背景にはコッホらを中心にした細菌医学 急成長があります。 「ミルクの殺菌 よって乳児死亡が予防できる」という楽観的な考え方が働くわけで、当時の代表的な小児医学者のホイプナーやビーダートもそういう見解を出しました。　
しかし、一八九〇年代末から一九〇〇年代になりますと、 「母乳哺
育を奨励するほうが重要である」という主張が優勢になり、論調が少し変わってきます。たとえば『乳児保護雑誌』は、特に小児科医が中心となった、乳児保護運動に関する非常 学術的な専門雑誌で、一九〇六年七月に創刊され、第一次大戦中までずっ 刊行され続けた雑誌ですが、その創刊号でホイプナーが「あく も母乳哺育推進だ」と強調しております。ただしその一方で、人工乳の改善問題 たびたび取り上げられており、やはり両方 対策が並行していました。　
ホイプナーは、 「唯一正しい乳児の栄養は母乳であるという原則」
を強調しましたが、 「奇妙なことに今日まで乳児死亡を防ぐ闘いを助ける最 の潮流は人工的乳児栄養の分野で動いてきた。しか 、 ろいろな学問が進歩してくると、自然栄養、つまり母乳哺育の優位性に立ち戻ってきた」というようなことを言っています。　
ただ、全国の乳児保護施設を対象に実施したアンケート調査の内容










さまざまですが、基本は母乳で授乳する母親にお金を補助するというやり方です。ただし 額に きわめて大きな差がありまして、ごくわずかのお金から、そこそこの金額を出すところまであります 、受給期間も、たった数週間の場合もあれば、授乳し 全期間の場合もありますが 各自治体が母乳奨励金に相当なお金を費やしたのは確です。　
ただ、必ずしも母乳奨励金は効果をあげたとはいえません。財政的















ものではありませんが、とにかく ろ ろな理屈をこねて、立ち入りを拒否したわけです。その根底 あるのは、こういうか ちで救済を受けることに対する、ある種 屈辱感だと思います。　
これはおそらくヨーロッパの福祉政策の根底にあるもので、ヨーロ













小児科医の立場からは批判されています。 とえばブンゲの講演本に対して、シュロスマンは「版を重ね、普及 る びに、全般的な害が拡大する」 「女性が自分の子どもに授乳 る能力をますます失いつつあるという、何の根拠もない考え 、暗示的に作用し、 さ 母乳哺育を妨げるのである」と強く非難しています。　
実際に、退化理論の議論の大部分は荒唐無稽で、たとえば「父親が

















できない」ということがよく言われます。た かに男性は、いくら頑張っても、母乳哺育をすることはできません だ、この「子育てを女性の『天職化』する論理」は、逆にいえば、男女の性別役割分担を固定化し、いま流行りの「イクメン」を排除する論理にもなるのではないか。そこをどう考えたらいいの ということは、女性史研究 課題として今後検討すべきであると思われます。　
時間を超過して申し訳ありません。これで私の話を終わらせていた
だきます。
（拍手）
（了）
母乳が政治性を帯びるとき
63
